通所支援事業所における施設職員へのコンサルテーションの実際 : 暴言･悪態を主訴とするダウン症の女児への変化を通して by 中園 博文
〔論  文〕
I口 はじめに
1,ダウン症 (染色体異常 )
ダ ウン症は,最初に発見 したイギ リス人の
ジョン・ラングドン・ダウン (John Langdon H)
の名前が出来とされている。ダウン症は染色体の
突然変異によるものが多 く,21番 目の染色体が
過剰 (21ト リソミー).に なつたことが原因で起
こる染色体異常である。臨床症状は,特徴的な顔
貌 ―・体型や精神遅滞・運動発達遅滞に加えて先天
的心疾患:腸管系の奇形 (食道・十二指腸閉鎖 ,
肛門閉鎖, ヒルシュスプルング氏病),斜視・白
内障,難聴,頸椎不安定症,てんかんなどの合併
症がある6その他に易感染症,甲状腺機能低下症 ,
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和文要旨
本研究では;「暴言」「悪態」がある 「ダウン症」の女児について通所支援事業所の施設職員か
らコンサルテーションの依頼を受けた事例をまとめたものである。施設職員は女児 (以 下Ch)か
らの 日常的な暴言や悪態の中で,コ ミュニケーシ ョンが うまく取れずに嫌われて しまっていると
思い,心が傷ついていた。 また,一方である特定の施設職員には手を握 る,抱 きつ くなどの身体
接触を場面も見 られた。施設職員は 両極端な距離の取 り方をするCl。 に対 して振 り回されて心身
ともに疲弊 していた。施設では職 員会議を開き,何度 も対応を変えてきたが、改善することがで
きず,施設職員が無気力な状態であったプ このような状況であ ったが,筆者は女児も職員もお互
いに関わ りたい気持ちや コミュニケーションをとりたい とい う気持ちはあるが,お互いのコミュ
ニケーシ ョンが悪循環になっている ことを感 じた。支援の 目標 として施設職員の言葉 と態度を変
えることでコミュニケーションを良循環にすることを目標に した。
具体的な支援の柱として① 「身につけてほしいことは毎 日の日課にする」② 「Cl.が 主人公にな
る遊びを取 り入れる」③ 「ボディタッチは相手の同意を確認すること」0「暴言や悪態がないと
きに多くの時間を関わる」:こ とを提案 した。 よた,職員同士の連携を密にし,共通理解における
支援を徹底 した。今まではCl。 の言動に振 り回されていたが, どのような状況でも施設職員がぶれ
ずに同じ支援を行 うことを続 :す るこヒ|こ より,お互いの関係に大きな変化が見られるようになっ
てきた。 このことがきっかけになり鋭.は 自分の気持ちを表出することができるようになり, さら
に施設職員との関係,仲間との関係p母親 との関係にも変化が拡大 してきたのこの事例は筆者が
行ったコンサルテーションの内容とCl.が施設に入所 してから高校卒業までの間の変化を第 I期 ～
第Ⅳ期に分けて施設職員の報告書を中心にChの変化をまとめたものを振 り返 り,考察 したもので
ある。
白血病などの健康状態に大きく影響を及ぼすこと
があり,全身状態の変化に注意が必要である。ま
た生命予後は,以前は先天性心疾患や消化管の異
常,乳児期の肺炎のため,短命と言われていたが,
医学 。医療の進歩 とともに平均寿命が50歳前後
となり,健康管理や環境の配慮など成人期の生活
を視野に入れた支援が重要となる (発達支援学)。
2,障害児等療育支援事業
この事業は在宅の重度心身障害児 (者),身体
障害児 (者),発達障害児 (者)及びこれ らの障
害の疑いのある児 (者)の地域における生活を支
えるため,身近な地域で療育指導,相談等が受け
られる体制の充実を図ることを目的として,鹿児
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島県が実施 している事業である。事業の内容 とし
て以下の事業がある。
3,在宅支援訪問療育指導事業
1)巡回相談
相談・指導を希望する障害児等の家庭に定期的
若 しくは随時訪問したり,又は,相談・指導を必
要とする地域を巡回する等の方法により,地域の
障害児等及びその保護者に対 して各種の相談・指
導を行 う。
2)訪間による健康診査
障害及び介護の状況等から医療機関等における
健康診査が受けることが困難な障害児等の家庭を
訪問し,健康診査を実施するほか,必要に応 じて
介護等に関する指導・助言を行い,併せて各種の
相談に応 じる。
4フ 在宅支援外来療育支援事業
障害児等及びその保護者に対し,事業所へ来所
いただき,各種の相談・指導を行 う。
5,施設一般指導事業
障害児等の通 う保育所・幼稚園 0学校や障害児
通所支援事業所等の職員に対 し,障害児等の療育
に関する技術の指導を行 う:
6,放課後等デイサービスの基本的役割
1)子 どもの最善の利益の保障
放課後等デイサービスは,児童福祉法第 6条の
2の 2第 4項の規定に基づき,学校 (幼稚園及び
大学を除く。以下同じ。)に就学 している障害児
に,授業の終了後又は体業 日に,生活能力の向上
のために必要な訓練,社会との交流の促進その他
の便宜を供与することとされているg
放課後等デイサービスは,支援を必要とする障
害のある子どもに対して,学校や家庭とは異なる
時間,空間,人,体験等を通 じて,個々の子ども
の状況に応 じた発達支援を行 うことにより,子 ど
もの最善の利益の保障と健全な育成を図るもので
ある:
2)共生社会の実現に向けた後方支援  ｀
放課後等デイサ∵ビスの提供に当たちては,子
どもの地域社会 への参力目`包容 (イ ンクルー
ジョン)を進めるため,他の子どもも含めた集団
の申での育ちをできるだけ保障する視点が求めら
れるものであり,放課後等デイサービス事業所に
おいては,放課後児童クラブや児童館等の一般的
な子育て支援施策を,専門的な知識・経験に基づ
きバックアップする「後方支援」としての位置づ
けも踏まえつつ,必要に応 じて放課後児童クラブ
等との連携を図りながら,適切な事業運営を行 う
ことが求められる。さらに, 一般的な子育て支援
施策を利用している障害のある子どもに対して ,
保育所等訪問支援を積極的に実施する等,地域の
障害児支援の専門機関としてふさわしい事業展開
が期待されている。
7,保護者支援
放課後等デイサービスは,保護者が障害のある
子どもを育てることを社会的に支援する側面もあ
るが, より具体的には,
①子育ての悩み等に対する相談を行 うこと
②家庭内での養育等についてペアレン ト・ トレー
ニング等活用しながら子どもの育ちを支える力を
つけられるよう支援すること
③保護者の時間を保障するために,ケアを一時的
に代行する支援を行 うこと
により,保護者の支援を図るものであり,これら
の支援によって保護者が子どもに向き合 うゆとり
と自信を回復することも,子 どもの発達に好まし
い影響を及ぼすものと期待される。
Ⅱ.コ ンサルテーションの概要
1)コ ンサルテーションのきつかけ (201X年 Y月 )
筆者は以前A事業所で別事例のコンサルテー
ションを行なっていた。その流れの中,Chに つ
いてのコンサルテーションも依頼したいという希
望もあり,コ ンサルテーションを引き受けること
になった。
2)家族構成
Cl.(16歳 ),母親,姉,弟の4人暮らし
3)CLの様子
①送迎での場面 (201X-1年 Y月 )
A事業所の施設職員が特別支援学校のバス停留
所まで行 くと, バスからCl.が 降 りてきたが, 施
設職員が |「 お帰りなさい」と笑顔で声をかけるが ,
視線を合わすことはなく,無表 }青 ,無視をしてい
た。並行利用しているB事業所の男性職員がいる
と「○○さん,会いたかったぁ」, と言いながら
抱きづき,A事業所の施設職員に見せつけるよう
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に していた。 A事業所の施設職員が 「Chさ んは
こちらです」と声をかけると,1兒みながら「うざっ」
と一言いい,車に乗 り込んだ。施設職員が車の中
で話 しかけて も無言か呪みなが ら 「うるせ え」
「うざい」「黙れ」 と言われるばか りであ り,施設
職員 としてはCl.が利用す る 日は,特 に送迎時の
車中において気が重い と思っていた。送迎担当の
職員か らは 「私のことが嫌いなんだ」 とい うため
息ま じりの言葉が聞かれていた。
②コンサルテーション前の事業所内での様子
集団活動には全 く参加せず,一人で学習室に閉
じこもり,参加 を促そ うと職員が代わる代わる声
をかけるが,職員に対 して暴言や悪態がいつもあっ
た。職員がかまえばかま うほど意固地になってい
るように見え,ついには学習室の扉を,椅子や鞄
で開かないようにバ リケー ドを作って しまうこと
があった。施設職員が1時間ほど待っていると,
学習室から何事 もなかったかのように出てきて ,
活動を行っている集団の隅に座 り込み泣いていた。
職員はCl.か らのアクシ ョンを待 とうと職員同士
で話 し合いをしていたので,泣いてもその場は何
も触れずに待っていた。 しばらくすると,特定の
職員に懐いているような優 しい声で話 しかけてき
た。その日寺の職員の対応 としては,Chが 自分で
気持ちを切 り替えて部屋か ら出てきた と解釈 し,
Cl.の バ リケーードをつ くった時の気持 ちを聞 くこ
とは しなかったcこ のエ ピソー ドは利用 日が3回
目の時であるら この時は,特定の職員のみに甘え
ることができていたが,そ の他の職員には全 く甘
えられない,話もできない状態であった。
施設職員は甘えられる職員 とそ うでない職員 と
の違いは何なのかを考えては悩む 日々が続いてお
り,単純にCl.か ら嫌われて しまった と思い込み
自分たちの,支援力のなさに落ち込んでいる職員
がいたcそ の中でもまずは信頼関係を築かなけれ
ばならないと思い,毎回,平静 さを装いながら,
チャンスを見てChに 声かけを行っていたが,C13
とのコミュニケーションの改善が見 られることは
なく,イ中良くな りたいとい う気持ちだけがつのっ
ていた。施設職員が距離を縮めようとすればする
ほど,暴言や罵声 (う るせ ぇ, うざい,黙れ, く
さい, あっちいけ,角虫るな夕 ば‐一か等),悪態
通所支援事業所における施設職員へのコンサルテーションの実際 中園博文
(無視,呪む,威圧な態度)はひ どくなるばか り
で,職員の心は折れ続けていた。また,そ の下方
で必要以上に声掛けをしない方が良いのではない
かと思 うことを目々感 じていた。
同じ事業所を利用するAさ ん (重度の知的障害・
自閉症スペク トラム障害)に対 しては,日見́みなが
ら威圧的な口調で接する態度が 目立った。職員が
Cl.の言動 を注意す ると無視 し,職員の死角で暴
言悪態をつ くようになった。職員のいるところで
は,Aさ んに対 してや さしい言葉かけをし,抱 き
ついた り,こ っちにおいで と手を引いた りと仲良
くしているとい う事をアピールをしていたが,A
さんの表情は固く,尿失禁が頻回に起 こるように
なっていった。 そこで,職員が Cl。 とAさ ん との
間に必ず入 るよ うに した。その際 も,Cl.に 対 し
て特に注意す るわけでなく,常に職 員を入れて3
人で過 ごす ことを心掛けるように して,2人だけ
にならないように配慮 した。施設職員が学校での
様子 を担任に尋ねるとClと Aさ んの関係 はクラ
スで も問題 になってお り,「次年度か らはクラス
を変えようと思っている」, とのことであつた。
A事業所でも,利用 日を調整 してChと Aさ ん と
の利用 目が重ならないようにした。
その後 も新 しい職員や利用者に対 して,慣れる
までは必ず暴言・悪態があった。長期休暇中の昼
食時には,他の利用者の友だちと離れて別室でと
りたい とすね,職員がみんなと同じ場所で食べる
ことを約束 させ,職員 も約束を譲 らずにいた ら,
泣きなが ら食卓につき,食事をとっていた。「ま
ずい,おい しくない」 と言いながらも完食 してい
た。
現在 は高校生にな り,Cl.の 卒業後の進路であ
る就労への対応 も考え,こ の暴言 。悪態はダウン
症の特性なのか,Cl◆ の性格なのか,Cl.のために
何か対応できることはないのか,と い う思いから,
筆者 v・へのコンサルテーションの依頼につながった。
4)問題の概要
①集団で活動することができす,1人で過ごすこ
とが多い。
具体例)黙々と J一 POPの 歌詞を自分のノー ト
に模写し続けて,何時間も集中している
②自信のなさからか,すぐに拗ねたり,い じけた
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りして個室にこもる
具体例)活動の際に,Chに仕事を頼む と拒否を
示 し,部屋の片隅で泣 くc
③職員を見て態度を変える
具体例)ベタベタする人 (甘 える,抱 き′Dく ,足
に絡みつく,執拗に体に触れてくる),無視する
人,悪態をつく人を日替わりで決めているG特に
異性に対 しては興味があり,角虫りたい,角虫ってほ
しいと要望する姿がある。
④自分のしたいこと,他の たに手伝ってほしい二
とが言えない
具体例)宿題で分か らない箇所を職員に聞 :す ず ,
泣き出 した り、一人でふて寝すなっ
⑤暴言悪態が多いために孤立 1″ てしヽる
具体例)う るさしヽ,`携 っ らしヽけ, うざい)無視す
る
⑥物を隠す
具体例)〕ブモコンや トイ レの備品等を隠す
⑦気を引くためか体調不良を訴える
具体例)腹痛,頭痛,き つい,横になったまま動
かない
5)筆者の見立て
ダウン症は低緊張のために身体を動かす意欲が
乏 しく, 目的へ到達 しよ うとす る意欲が少ない
(白 石 1986)と 言われている。 Cl`も 低緊張か
らか乳幼児期か ら現在をこ至るまで 目的が達成 さオl
る前に行動が継続できずに,注意が転動 して Lま
い 目的意識が育つことが少なかったのではないか
と推測 した。 目的を遂行するため |こ ゴール までの
イメージを頭の中で保持 し続け,周囲からの支え
を受けながら目白勺を達成 させる体験を多 く積むこ
とで, 自己効力感を育むことが必要だと考えた。
施設職員がCLと の間で感 じていた対 人関係 の問
題であるが,Cl.は 人 とコミュニケー ションをと
りたいとい う欲求は高いものの,距離のとり方が
パターン化 され悪循環 となって しまっている可能
性が考えられた。 Cl.は 決 して一人で過 ごしたい
のではなく,周 りの人たちと関係 性を保ちなが ら
社会生活を行いたい とい う気持ちがあるのではな
いか と感 じた。 日替わ りによって職員 との関係性
を変えて しまうことや,友だちや職員 と親密な関
係を築きたいが,距離感が うまくとれず,初めて
あった人や新 しい場面で暴言や悪態をついてしま
うことはシ Cl.の意に反 して取って しまう行動パ
ターンであり,パ ターン化 していると推測されたc
このため,Cl。 が職員や友だちとの縦 と横の社会
性を分か りやすい形で学びながら,身 :こ つよナてい
くことが支援には必要だと感 じた。
馨)具体的な支援の方法の提案
0身につけてほ しい ことは,毎 IIの |≡ 課にする
毎 日の 目[:栗 として一定の繰 り返 しを行いな力Ⅲ .
自然 と身 |二 つ くよ うにす るi Cli■動作棋倣が得
意なようであるが,理解 して行っているとli限 ら
ないので,事前に説明 した り,職員凛司じ動作を
ヒなが ら模倣を助 :す る 夏う|こ する3 理言果と目課の
間を十分にとり),友達の行動をよく観察 して考え
る日寺間を与えるように し,観察学習ん｀ヽら次の行動
に移れるような支援ができるように提案 した。次
に何 をすれば よしヽ■ヽ困つた場面があるときは、
Cl.が 要求を示す ことができるチャンスなので ,
職員は 「次は何 を したらよいですか ?」 lt)Oを
教えてください」など要求を示す言葉が出るよう
|こ 促す 糞うにすることを提案 したc
O主 人公 となる遊びを取 り入れる
Cl.が 遊んでいる中に職員や子 どもたちが入っ
て遊びを展開 していくよう|こ l「 たc遊びの伝染 ヒ
は,(山 本 2◎ 01)|こ よる と,「 誰 |かが面白しヽ遊
びをしているとそれを見ていた他の子が真似 〔遊
び骨伝染)を して,そのイ中間仰中で誰かが面 1妾 い
展開を作るとそれを他の子 どもが真似 〔展開の伝
染)を して遊びがどん どん広がっていく」 とい う
ことである(ぅ Cl.は集団で遊が ことが少な く, 自
分か ら遊びの輪の中に入っていくことは見 られな
かつた。 しか しなが ら,職員や他の子どもたちが
Cl.の遊びの中に入 って遊びを展開 してい くとい
う経験はほとんどなかった と思われ るので, 三分
経験をきっかけに して対人関係 を広 |デ ることを轟
的 としたcま た,遊びの達成感を重視 して,必要
に応 じてCl。 の得意な活動 (歌詞を書 く,貝占り絵 ,
塗 t,絵 ,ち ぎり絵タジェンガなど)を職員や友だ
ちと最後までや り抜 くような活動を設定するこ ヒ
を提案 した。 Cl.が集団の中で存在感 を実感でき
るような集団活動になることを目的 とした。
③ボディタッチは相手 との関係や同意 も必要にな
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ることや Cl。感 晴表現の手段であることを理解 し
てお くこと
Cl.は 日替わ りで対人関係 の とり方を変えてい
たが,そ のこと自体がChに とっての人に対す る
興味関心の表れだ と推測 した。 そのために,Cl.
の気持ちの在 り方で,ボデ ィタッチをするのでな
なく相手の同意や気持ちも考えなければ夕 /チ で
きないことを何度も繰 り返 し伝えた。また,ボデ ィ
タノチの方法も社会陛を考慮 し,ハイタノチや握
手シ 1司 性とのハグは許容範囲とした [、
①暴言悪態があるときは,意図的な無視を して ,
暴言悪態がない ときに時間を多 く関わるようにす
る
職員はCl.の 暴言・悪態に対 して精神的に限界
がきていた。暴言悪態がある度に,その言動の意
1味 を考え,支援方法を変えてきたが改善はほとん
どみ られなかった。 このことか ら職 員の Cl。 への
イメージも低下 しお互いに良好な関係 を作ること
が難 しくなっていた。暴言悪態があるときには ,
良好な人間関係を築けないことをメッセージとし
て伝 える役割を担えるように し,「○○の言葉 を
聞 くと悲 しくなるよ」「△△の態度をとると嫌な
気持ちにな ります」 と返答することで他者の不快
な気持ちを考えるきっかけを与える支援を提案 し
た,ま た,暴言悪態がない ときに時間を多 く関わ
ることで良好な対人関係 を築 く上で必要な言葉や
態度 を理解出来 る可能 |｀生があ り,「○○の言葉を
聞 くととってもうれ しいな」「△△なこヒを して
く(れ ると優 しさが伝わつてくるね」 と職 員の気持
ちを返答することで他者の嬉 しい気持ちを理解す
ることを促す ような支援方法 も併せて伝えるよう
にした。
C)職員の共通理解
筆者は施設職員ヘ コミュニケーションの改善を
促す支援方法 を複数提案 した。 しか しなが ら,
CLと のことをよく知っているのは施設職員であ
るので提案の中からす ぐにでも取 り組むことがで
きることを職員全員で,実際の場面で利用できる
具体的な形にできるようになるまで話合いをして
もらった。職員全員で統一 した支援ができるよう
に,定期的にケース会議を開き,改善できること
はその都度支援方法を見直 した。基本的な関わ り
通所支援事業所における施設職員へのコンサルテーションの実際 中園博文
の柱 として 「暴言悪態があるときは,意図的な無
視をして,暴言悪態がない ときに時間を多 く関わ
るよう:こ する」 とい う共通 した 目標をたて,職員
が一丸となって取 り組んだ。
7)第 二期 気持ちの表出ができるようになつた
段階 (201X年 7月 ～9月 )
夏季の長期体暇を利用して,施設職員がちぎり
絵 として絵本の1ページをカラー コピー したもの
を60cm X 150cmめ 用紙に引き伸ば し4分害|」 したも
のを準備 した。 このちぎ り絵は Cl。 が得意な活動
である。職員や友だちがC16の 活動に参加す るこ
とで集回を意識 した活動に した。利用 している子
どもたち全員でちぎり絵を完成すること:こ し,製
作は子 ども一人一人に責任をもって作業 させ るた
めに 下絵の範囲を指定 し, 下絵に合わせて折 り紙
を細か くちぎって員占ってい く作業を行 った。 Cl.
にも最後 まで責任をもって仕上げるように約束 し
たの午前中は予定 していた調理へは参加せず製作
活動に集 中していた。折 り紙は細かくすることが
上手だったの活動 中,Cl。 か ら色別に入れ る箱が
必要だという提案があり,話の流れから紙箱を作っ
てくれることになったの 一緒に活動 していた友だ
ちか ら 「あ りが とう_|「 す ごいね」などの言葉を
言われ,照れた様子も見られたが無表晴であった。
この らぎ り絵の作製には1カ 月半かかった。完成
後は一緒に作った友だちの担当した箇所 を 「きれ
いだね」 |~上手だね」 と自:分 の気持 ちを職員を媒
介 して伝えることができた.ち ぎ り絵以外の集団
活動は職員が声かけを行 うが スムーズに参加 して
くれることは少なく,別室で過 ごす方が多かった心
昼食時は,友だちと一緒に過 ごすことができたが ,
食堂では黙って自分の席に座 り,完食 していた。
お手伝いをした ときや嬉 しい言葉を使った時に
は,Cl.と 職員の相互の同意の元, 10秒間だけハ
グ (身体接触)を行 うように した。当初は恥ずか
しがうていたが,拒否することはなかった。また ,
10秒以上求めることはなかった。 1カ 月ほどする
と自然 とハグやボデ ィタッチ も消えたが,お手伝
いをす ることは継続 していた。職員はCl.が 気持
ちが表出できるよ うに支援 を続 けた。 Cl.に 「o
Oし たいです」「△△ して くだ さい」 と言 うと相
手に伝わることを何度 も教え 「Cl.な らできるよ」,
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とい うメッセージも伝え続けた。いろいろな出来
事の中で職員が先回 りして言葉を代弁するのでは
な く自発的にCl.気持 ちが出るまで待つ ように職
員の対応を統一 した。
職員に対 して暴言や悪態があった ときは,その
都度,真剣な表 晴で気持ちを伝えるようにした。
「嫌い」 と言われ ると 「私は近 くにいた くはあ り
ません」 と伝 え,その場か ら離れるように し,嫌
い とい う言葉が相手にどのように感 じられたか具
体的に言動で示す ことを心がけた。 このようなや
りとりを継続 している うちに,Cl.か ら 「ごめん
なさい。嫌いではないです」 と伝 えられるように
なってきた。職員は 「嫌われていなくてよかった。
うれ しいよ」 と伝 え,Cl.が 自分か ら気持ちをが
表出できたことを認めることを繰 り返 し行った。
母親 の協力 も得 るよ うに した。 送迎時には ,
Cl.の 良かった ところを保護者の前で伝 えるよ う
にし,そ の場で褒める時間を作るようにした。連
絡帳には活動の中で良かった出来事を主に記載す
ることにした。また,家庭からの連絡も主に良かっ
たところを記載 してもらうようにして,施設 と家
庭 とで良かった言動を相互に強化できるように心
がけた。
第 Ⅱ期 職員との関係が築けるようになつた段階
(201X年 9月 ～11月 )
遊び活動のスタイルを変 えても,Cl.を 最初 に
誘 うことを徹底 した。 Cl.は誘った ときは照れ る
様子も見受けられたが,集団の輪を抜け出す こと
も次第になくな り,集団内で過 ごす ことも見 られ
るようになっていた。職員からの声掛けにも穏や
かに応 じ,集団参加の機会 も徐々に増え,表 }青 に
も笑顔が多 くみ られた。職員はCl。 が少 しずつ集
団の中での居心地のよさも感 じていたのでないか
と感 じていた。
この頃になると,暴言や悪態は以前 と比べると
少なくな り,気分の変動 も落ち着き,清緒も安定
してくるようになった。学校や他の事業所で仲良
くしている友だちの言葉遣いが苦手だ と教えてく
れ,「傷つ くか ら嫌だ」 と自分の気持ちの表出 し
てくれることもあった。 この頃か ら,職員や周 り
の友だちに対 しても少 しずつ 「あ りがとうごさい
ます」とい う感謝の気持ちが伝えられるようになっ
ていた。
母親にも変化が見 られるようになった。連絡帳
のや り取 りでは事務連絡だけではなく,家庭での
様子を記載 してくれることが多 くな り,職員の印
象 としては連絡帳の字体も柔 らかくなってきた と
感 じていた。母親の変化 と同じ時期に週の利用が
1回か ら2,3回 へ と利用 目が増えた。
職員は,意図的無視を共通理解にして全職員が
取 り組んでいたが,現在では精神的なス トレスか
ら解放 され,支援にも余裕 が出てきた。 Cl。 とも
適切な距離を保つ ことができるようになったこと
で,暴言や悪態ばか りに 目が向くことが少なくな
り,Cl。 のちょっ とした良い変化にも気づけるよ
うになっていた。職員 もChに 対 して感 晴を自然
と出せ るよ うにな り,そ の感 清をCl.が他者視点
か ら理解する助けにもなったように感 じた。 この
頃になるとCl。 との対人関係が明 らかに良好に転
じてきているとはっきり認識できるようになった。
第Ⅲ期 仲間との関係が築けるようになつた段階
(201X年 11月 ～201X+1年 7月 )
集団への参力目の難 しさがまだ見 られたので,職
員で対策 を考えた。 Chが 活動内容 を具体的にイ
メージすることができないために参加ができてい
ないのではないか と推測 された。職員はさらなる
支援 として,前 日か らCl.に活動内容 を写真や絵
本を用いながらわか りやすい説明をするようにし,
当 日も活動内容を再度確認 し,出遅れることがな
いように活動の始めや節 目にも早めの声掛けを徹
底 した。 Cl.に 見通 しを持たせ ることを丁寧に行
うよ うに してか らCl。 の集団参加で行動 に自信が
ついたよ うに見えた。 Cl.か ら 「今度,小学生の
友だちにおやつを作 りたいので教えてください _|
と職員に頼んでくることがあった。このことをきっ
かけに して,Cl。 が作 りたいおやつ を自分で選び
職員 と一緒に作る活動もできるようになってきた。
集団活動では,Cl。 は話が したいことがあると,
早 口で滑舌が悪 く,周 囲に伝わ りづ らく,友達か
らも 「何を言っているかわか らない」 と直接言わ
れたこともあった。その言葉を聞いた瞬間夕黙 り
込み,その後の活動でも消極的になることが見 ら
れていた。支援方法 として,職員はCl.が 話をし
ているときは否定をせずに黙って笑顔で聞くよう
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に心がけた。また,わか りにくい ところは,で き
るだけ丁寧に質問をし,Chが話 したい内容 を確
実に把握す るよ うに努めた。 Cl.か ら話 を して く
れるときは,できるだけ話を聞くようにし,その
話を周 りの友達にも伝 え,そ の場にいる人で話題
を共有するような時間を増や していった。 f4由 の子
どもたちが同じように話をして くれた時も話題 を
共有 し,Cl。 に 「今の話 を聞いて どう思 う」 とい
う質問をして,考 えていることや気持ちを表出す
る場面 も作 るよ うに した。 もし,Cl.が集団の場
で早 口になった り,滑舌が悪かった り,気持ちが
うまく言葉にならないような場合は,職員が介入
することで,コ ミュニケーションがスムーズにい
くように支援を行った。 このような支援を継続 し
てい くことで,周 囲からも 「何を言っているかわ
からない」 と言われることもなくな り,消極的な
態度がなくなってい /Dた。 Cl。 と同 じよ うに他の
子 どもたちにも変化があ り,特に人の話を聞く態
度が良くな り,1集 中して耳を傾 けられるように変
化 してきた。
事業所内だけではな く,送迎の車中でもCl.か
ら積極的に話を してくれるようになった。たまに,
慣れない利用者がいるときは,無言になって しま
うこともあったが,職員が間に入 り話題を振ると,
嬉 しそ うに会話ができるようになっていた。また ,
無言のときには 「眠たい,学校の実習で疲れた」
と話ができない理由も教えて くれるようにな り,
職員 もCl。 との会話を楽 しめるようになっていた。
第IV期 母親 との関係にも変化があるようになつ
た段階 (201X+1年 7月 ～201X+2年 3月 )
利用回数が週 4日 か ら5日 になった。母親か ら
は家庭でも,洗濯物を畳んで整理 して くれた り,
お風呂の掃除など自主的に手伝いをするようになっ
たと喜びの報告があった。 また,職員への感謝の
気持ちを伝えてくれることもあった。職員 も母親
からの感謝の言葉を聞き,今までの支援方法が問
違っていなかったい う思いが強 くな り,なお――層
支援に力が入れ られるようになった。母親からは ,
Cl。 のことだけではな く, 自身のことや家族のこ
となどのプライベー トなことまで話をするように
な り,母親 と職員 との関係 性にも変化が見 られる
通所支援事業所における施設職員へのコンサルテーションの実際 中園博文
ようになっていた。
この頃になるとClっ の表 清もあきらかに柔 らか
くな り, 自信がついてきているように感 じた。わ
か らないときがあった ら「教えてください」 と職
員に言えるようにな り,調理活動でも自主的にお
米を研いだ り,味噌汁やおやつ作 り,西己膳等がで
きるようになっていた。 自分か らできることを探
しなが ら活動に参加 し,集団活動の輪か らも離れ
ることがなくな り,みんなと一緒に過 ごす ことが
自然 とできるようになっていた。 また,オセロの
ルールを得意な友達に教えてほ しい と自分から伝
えた り, トランプやUNOな どのカー ドゲームも
自分か ら友だちを誘 えるようになっていた。公園
の鬼ごっこでは,鬼になっても気持ちが崩れるこ
ともなく,みんなと楽 しく遊べていた。友だちの
あま り良 くない と感 じる言葉遣いに対 して ,「 そ
の言葉は良くないよ」 と優 しい 口調で伝えた り,
友だちが作った作品を自分か ら褒めることもでき
るようになっていた。
新 しい職員 との出会いにおいても,今までの暴
言や悪態は見 られず,半 曰くらいは無反応な時間
が過ぎたが,職員は強い拒否反応は感 じることは
なかった。 しば らくす るとCl。 は 「恥ずか しいか
ら話ができない」と他の職員に伝えることがあり,
そのことを新 しい職員 にCl.の 気持ちを他の職員
が代弁すると「言わないでよ―」 と笑顔 を見せて
照れ る姿が見 られていた。 それか ら2～ 3日 して
新 しい職員に顔 を合わせると,普通に会話できる
ようになっていた (以前は3ヵ 月 くらい時間がか
かった )。 職員が 「○○ さん (新 しい職員)と 仲
良くなるのが早かったね,私は嬉 しいよ」 と伝え
ると,i~ま ぁね,当 た り前 じゃん」 と笑顔で返答
して くれた。耳哉員はこのエ ヒ
°
ソー ドにCl.大 きな
成長を感 じていた。
この年の3月 にA事業所を卒業す るとい うこと
で,Cl。 は職員一人一人に感謝の気持 ちを書いた
手紙を書いて,それぞれの職員に手渡 しをしてく
れた。短い文章であったが,Cl.の 思いが伝わっ
てきて とて も嬉 しかった。 自分たちの支援方法が
間違っていなかったんだとあらためて感 じさせて
くれる手紙の内容だった。
-29-
鹿児島純心女子大学大学院 人間科学研究科紀要 第13号 (2018年 )
Ⅲ=考察と課題
施設職員か らの考察
コンサルテーションを受ける前,暴言や悪態は
Cl.の性格や障害特性 が原因で,変 えることがで
きない問題だと考え,支援を半ば諦めていた。今
では,支援方法の検討が不十分だったと反省 して
いる。職員は型にはまった方法で支援を続け,支
援員 とい う立場での 「この障害に対 してはこうし
なければならない」 とい う固定観念にとらわれ ,
職員の思い通 りに動いてもらいたい,行動 させた
い とい う気持 ちで01eを 支援 していたために,支
II;麦 が うまくいかなかったのでないかと思 う。また ,
職員への暴言や悪態に心が折れて しまい,α。と
関係 を作ることができず,お互いに壁ができてい
たことも事実である。鋭。が どうな りたいのか と
い う内発的動機付けを利月 した支援ではなく,職
員が理想 とす る鋭。にす るにはどうした らよいか
とい う支援 を考えていた。 しか し,そ の支援が
鋭。と職員 との間に溝 を深 め,距離を離れ させて
しま う原因になっていたことが納得できた。 コン
サルテーシ ョンを受ケすて,「 Cleは何を訴えたかっ
たのか」「Chは今後 どうな りたいのか」 とい う動 .
に関心をもって見守る視点をもつ ことで鋭。と共
に考え,未来へ見通 しをもった支援方法を確立 し
てい くことが大切だと思った。そ して何 よりも,
職員全員が共通理解の申で一貫 した態度 をとり,
難 .の あ りのままの姿の中か ら支援策を柔軟に変
えていくことも必要なことだと思った。療育の支
援は 「あなたは大文夫」 とい う信頼感や安心感が
大切だと思 う。 これ力ゝ らも 「あなたは大丈夫 とい
う暖かい目艮差 し」の中で見守 り療育の場や職員が
安全基地 となれるような環境を製いてしヽきたしヽ と
思った。職員が感 じた以上に長年の問,鋭 .が 生
きにくい喋境でもがき苦 しんでいたのではないか
と強 く思った。
筆者瘍考察
このケースのコンサルテキションでは施設職員
が 「黎。とどのよ うな関係性 を築いていきたいの
か」 とい うことを主に考え,職員の言葉や態度を
変えることでコミュニケーションの改善をはかっ
た り,施設職員 と何度 も話 し合いをしながら具体
的な方針を決めた。対人関係 を改善する方法 とし
ていくつか提案 したが,施設職員がCl。 と関係が
作れるように自然な形になるように支援方法をア
レンジしてもらった。特に重要視 したのは支援方
法の柔軟な変化であるgお互いの関係性は時間と
ともに変化 してくるものであることを前提として
「このように支援 したらもう少 し良い方向に進む
のではないか」という思いがあるときは,柔軟に
変化をつけてもらった。 うまくいった支援方法は
日々の療育の申でさらに改良を重ね,全職員,保
護者で共通理解 し,本目補的な支援を行 うようにし
た。良い変化が見られないときは,Cl.の 中に問
題を見つけるという習慣を止め,職員の言葉掛け
の一つ一つやタイミング,態度などを見直すこと
を徹底 してもらった。今まではCl.の 中に問題を
見つけていたが,職員の言葉や態度を変えること
を目標にしたことでCl.と の関係の変化を生み出
していく原動力になったのだろう。また,暴言や
悪態がない良循環のときに多くの時間を割くこと
で,新たな良循環を生み出し,コ ミュニケーション
がス トレスなく円滑に行えるようになったことも
変化を起こした原因の一つと考えられる。職員の
言動が変わったことでCl。 にも大きな変化が生じ,
さらには母親や利用者全体に大きな変化が訪れた
のだろう。筆者は初回を含めて電話や施設訪間で
の報告を何度か受けていた。 しかしながら基本的
な方針は初回から変えておらず,筆者はCl.と の
「関係を今後どうしていきたいのか」 ということ
を質問し:職員が具体的な言動の変化に繋がるよ
うに質問を続けていた。 Cl。 は施設を卒業してか
らも自中一時支援でずっと利用 していきたいと施
設長にお願いしていた。 このことが施設職員 と
Cl。 との関係の変化を物語っているであろう:
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Summary
『
I｀his research iS a sulnrnary Of a case exan■ ple where l received a reqllest for consultation
from the employees of a disabled child day care center regartting a girl with.・ 'Down's
syndrome'' who engaged in l'violent languagel' and ''abusive language"。 The facility employee
received violent and abusive language from the girl(hereinafter lCl。 )on a daily basis and
unable to communicate with her effectively believed the girl disliked them and was saddened
by this.On the other han崚 , the girl was seen to hol破  hands with, hug, etc.other certain
facility employees.The facility employee was exhausted in both mind and body having been
abused by CI, who exhibited bё th extremes of distance and closeness.The facility held
employee meetings and the employees changed the way they handled the girl many times,but
there was no improvement and the facility employee became apathetic. It was under these
circurnstances that this writer felt that although the gifl and the employee both desired to
interact with one another,they were in a bad environrnent for mutual communicationo My goal
in providing support was to improve the cOmmunicatiOn envirOnment changing the language
and attitude used by the facility emp10yee。
I proposed the follё wing as the pillars of my support: 1)"put things that she w'ants to
learn in her schedule every day", 2)"incorporate play in which CI is in charge", 3)"conirΠ l the
other person's consent beお re touching them'14)"spend more tilne when there is no violent or
abuSiVe language".I alSO prOpOSed the thOFOugh SuppOrt by the emp10yeeS With 010Se
connections and mutual understandinge AlthOugh the elnp10yee had been abused by CI's
behavior up to now, because the emp10yee has been cOnsistent in their behaviOr nO matter
what the situation, we have started to see a linajOr change in their relatiOnship.As a result
of this CI has become able to express her Own feelings and furthermOre has undergone
expansive changes in her relationships with the facility employees, her friends, and her
parents as wello This case w・ as written as a sumlnary lnainly by 100king back on and
referencing the consultations which this writer has cOnducted in the past and the written
reports which facility employees have written from the time of CI's entering the facility until
her high school graduation separated into lPhases l through IVe
K[eyttVords:爵riolent language, abusive language, 1⊃ oヽwn's synttFolttte, consultation
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